
「故障かな？」と活〇たときは、修理を依頼する前にここで説明する内容について確認してください。また、 
この章では、修理を化賴ずる際の殖認事項や NEC 、および NEC が認定する保守サービス会社が提供ずるさ 
まざまなサービスについてわ説 B 月があります。 


日常の保守 (一 >24日ページ） . 装置を日常使う上でお認しなければな6ない点や 

ファイルの管理、クリーニングのち法について説 
B 月しまず。 

障害時の対処(一249ページ） . 故障かな？と思ったときに参照してください。卜 

ラブルの原因のお認方法やその対処方法について 
説明しています。 

移動と保管(一259ページ） . 本体を移動-保管ずる際の手順やを意事項につい 

て説明します。 

ユーザーサポート（一2日1ページ） . 本装置に圉するさまざまなサービスについて説明 

します。サービスは NEC および NEC が認走した 
保守サービス会社から提供されれる电のです。ぜ 
ひご利届 < ださい。 
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データピューア 


ステータスランプの巧認 


本体の電源を ON にした後、およびシャットダウンをして電源を OFR こする前に、本体にあ 
るランプの表示を痛認してください。ランプの機能と表示の内容については2章をご覧<だ 
さい。万一> 装置の異常を示す表示が殖認された場合は> 保守サービス会社に連絡して保守 
を化頼してください。 



定期的に本体に巧蔵されている八 ー ドディスク内の大切なデータをバックアップずることを 
お勧めします。本装置に最適なバックアップ用ストレージデパイスやバックアップ、ソールに 
ついてはお買い求めの販売店にお問い合わせください 。 Management Console を使ったパ、ソ 
クアップについては4章をご覧ください。 


日常の保守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説 B 月ずる殖認や保守をを期的に斤ってくださ 
い。万一、異常が見6れた場合は、無理な操作をせずに保ずサービス会社に保守を依頼して<ださい。 


アラートの確認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状巧を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPRO / ServerManager にアラートが通報されていないか、常にを意するよ 
うもがけてください。 ESMPRO / ServerManager の「統合ビユーア」、「データビユーア」、 
r アラートビユーア」でアラートが通報されていないかチェックしてください。 

ESMPRO でチェックずる画面 
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ク u — ニング 


本装置を良い状態に保つために定期的にクリーニングしてください。 



國 

8 ^ 


A\ 

®0 

c 

装置をを全にお使いいただくために;欠のま意事頂を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こずる、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは 、 iii 
ページむ降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解-修理*改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観の汚れは、柔らかい乾いた布で汚れを拭き取って<ださい。汚れが落ちにくいと 
きは、次のような方法できれいになります。 

M -0 • シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質のいたみや変色の 

原因になりまず。 

• コンセント、ケープル、本体背面のコネクタ、本体內部は絶巧に水などでめ5さないで 
ぐださい。 

1. 本体の電源が OFF(POWER ランプ消财）[こなっていることを確認ずる。 

2. 本体の電源コードをコンセントから抜く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分じついているほこりを乾いた布でふき取る。 

4. 中性洗剤を姑るま遍または水で薄めて柔らかい巧をミ量し、よく絞る。 

已. 本体の汚れた部分を手順 4 の布でかし強めにこずって汚れを取る。 

目.真水で姑らしてよく絞った巧でもう一度ふく。 

7. 乾いた布でふく。 

8. 乾いた巧で背面にある排気□じ付着しているほこりをふき取る。 


故障かな？と思つたとをは 
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CD - ROM のクリーニング 

CD - R 0 M 1 こほこりがついていたり、トレー I こほこりがたまっていたりずるとデータを正しく 
読み取れません。次の手順に従って定期的1こトレー、 CD-ROM のクリーニングを行います。 

1. 本体の電源が ONKPOWER ランプ点财）になっていることを磕認ずる。 

吕. CD-ROM ドライブ前面の CD トレーイジェクトボタンを押す。 

トレーが CD-ROM ドライブか 6 化てきまず。 

3. CD-ROM を軽く持ちながらトレーから取り化す。 

In-Oira 

I CD-ROM の信号面に手が触れないようま意してください。 

4. トレー上のほこりを乾いた柔 6 かい布でふき取る。 

w-Oira 

CD-ROM ドライブのレンズをクリーニングしないでください。レンズが傷ついて誤動作の原因 
となりまず。 

己. トレーを CD-ROM ドライプに戻す。 

6. CD-ROM の信号面を乾いた柔らかい布でふく。 

irOira 

CD-ROM は、中むか6州則に向けてふいてください。クリーナ 
をお使いになるときは、 CD-ROM 専巧のクリーナであることを 
お確かめください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベンジ 
ン、シンナーを使巧ずると、ディスクの内容が読めなくなった 
り、本装置にそのディスクをセットした結果、故障したりずるお 
それがありまず。 
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装置の障害発生箇所、および 
障害内容をお認 



障害時の巧処 


r 古徘章かな？」と思ったときは> ここで説明する内容について確認してください。該当することが6がある 
場合は、説明に従って正しく対処してください。 


万一、障害が発生した場合は、 ESMPRO / ServerMan 明 er を使って障害の発生箇所を植認 
し、障害が八ードウエアによるものかソフトウ;!:アによるちのかを判断します。 

障害発生箇所や内容の確認ができた6、巧障した部品の交換やシステム復旧などの処置を巧 
います。障害が八 ー ドウエア要因によるちのかソフトウエア要因によるちのかを半！]断するに 
は、 ESMPRO / ServerMan 明 e 「 が便利でず。八ードウエアじよる障きをさ6に切り分けるに 
は ， 「EXPRESSBUILDER ( SE )」 の「システム診断」をご利用ください。システム診断につい 
ては5章をご覧ください。 




な iiMiai xissi ii-' •: 
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ESMPRO/ServerManager 


障害箇所の切り分け 


故障かな？と思つたとをは 
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エラーメッセージ■電源 ON 後のビープ音- 


電源 ON 直後に始まる Power On Self-Test ( POST ) 中にエラーを横化すると一連のビープ音 
でエラーが発生したことを通巧しまず。エラーはビープ音のい<つかの音の組み合わせでそ 
の内容を通がします。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回、1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード: 
1-3-1-1)ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示しまず。 


次にビープコードとその意巧を示します。エラーが起きたときはお買い求めの販売店または 
保守サービス会社に連絡して保守を依頼して<ださい。 


ビープコード 

意味 

巧処方法 

3-3- (繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボ 
ードを交換してください。 

1 -2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1-1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取り付け状態を磕認してくだ 
さい。それでも直らない場合は保守サ 
ービス会社に連絡して DIMM またはマ 
ザーボードを交換してください。 

1-3-1-3 

キーボードコント□-ラテストエラー 

キーボードを接続し直してください。 
それでち直らない場合は保守サービス 
会社に連絡してマザーボードを交換し 
てくた’さい。 

1 -3-3-1 

メモリを検出できない 
メモリの容量チェック中のエラー 

DIMM の取り付け状態を確認してくだ 
さい。それでも直らない±蠢合は保守サ 
ービス会社し連絡して DIMM 、 または 
マザーボードを交換してください。 

1-3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

V 3-4- 3 

DRAM テスト Low 目 yte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High 巨 yte エラー 

巧- 1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボ 
ードを交換してください。 

1 -5-2-2 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社(こ速絡して CPU また 
はマザーボードを交換してください。 

1 -5-4-4 

電源異常 

保守サービス会社に連絡してマザーボ 
ードを交換してください。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

2-2-3^ 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設定を確認してください。 
また、増設した PCI ボードのオプショ 
ン ROM の展開が表示されない場合 
は、 PCI ボードの取り付け状態を磕認 
してください。 

それでも直らない場合は保守サービス 
会社に連絡して、増設した PCI ボー 
ド、またはマザーボードを交換してく 
た’さい。 


■: ピープコード「1-5-4-2」の鳴動は停電や瞬断などにより AC 電源の f 共給が遮断され、システム 

の再起動が斤われたことを通知するものです。異常ではありません。 
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装置が思うように動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って 
チェックしてください。リストにあるを状に当てはまる項目があるときは、その後の確認、 
処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は保守サービス会社に連絡してください。 


初期導入時 

© システム起動直をに、システムび停止 

□ 初期導人設定用ディスクに化力された□グファイルを、テキストエディタなどで殖 
認してください。□グファイルは、 elsetup . log ( Linux 用; ) > または logging.txt 
( Windows 用）でず。ほとんどの原因は> パスワードの人カミスで> この場合は、 
"Cannot get authentication ： root " の文字列が□グファイルに化力されます。 

Management Console が使用できない1畑期導入時) 

□ 本装置の起動には、数分かかリます。念のため5分位経過してか6、わう一をアク 
セスしてみてください。 

□ 初期導人後に、初期導入設定用ディスクに□グファイルが作成されていることをお 
認してください。□グファイルがない場合、正しい初期導入設を巧ディスクを使用 
していないか、もしくは初期導入設定用ディスクが壊れていまず。（を：初期導入 
設定用ディスクは書き込み巧の状態で使用して<ださい） 

□ 初期導人設を用ディスクが壊れている場合は、初期導入設を庙ディスクを再作成ず 
るか要があります。再作成の手順は> t (下の通りでず。 

1. Windows マシンで MS - DOS (または，コマンドプ□ンプト)を起動する。 

2. バックアップ CD - ROM とフォーマットミきみのフ□、ソピーディスクをセットず 
る。（じ(下、 CD - ROM ドライブを D 、 フ□、ソピーディスクドライプを A としま 
ず） 

3. " D :¥ Dosutils¥Rawrite -f D :¥ nec ¥ Win ¥ initinfo ¥ init _ fd.img -d A " を実巧ず 

な 0 

4. 完了。 

□ 巧期導入設定用ディスクの□グファイルに> " completed ." の文字列が化力されてい 
ることを確認してください。 

" Info : quitting with no change ." の文字列が化力されている場合、初期導人設をで 
パスワードが入力されていないか、すでに使用巧みの巧期導入設を用ディスクを再 
度使巧しています。（セキュリティ保畫のため、一度使用した初期導人設定用ディ 
スクか6は、パスワードなどの情報は削除されます） 

□ すでに使用済みの初期導入設定用ディスクを再度使用ずる場合は、巧巧導人の手順 
か6やり直してください。 


故障かな？と思つたとをは 
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運用時 

Management Console び使用できなし、2湖期導入完了傲 


□ 本装置に設定したアドレスが闇達っていないことを確認してください。 

□ URL ウィンドウで https :// を指をしていることを磕認してください。 https :// を付 
けずにアドレスを人力すると動作しません。 

□ Netscape Navigator 4.7( tJ 降）、または Internet Explorer 巳.已(じ(降）を使用して 
ください。 

□ Netscape のコピーがメモリ巧じ存在するかどうかをチェックしてください。じ(前 
のセッシヨンを正常に終了していない場合がありまず。 

□ Management Console をアクセスする URL が聞違っていないことを確認してくだ 
さい。特に 、 Management Console のセキュリティモードを変更した場合、アク 
セスする URL が変更されますのでを意してください。 

□ URL にドメインをの代わりじ、 IP アドレスを使用してアクセスしてみてください。 
ドメインをを使用したアクセスが失敗するのに、 IP アドレスを使用したアクセスが 
成功する場合は、ドメインの NS ) の設定が誤っている可能性があります。設走を痛 
認してください。 

□ Management Console の操作巧能ホストを指走していないかどうか確認してくだ 
さい。操作可能ホストを指をしている場合 、 Management Console を使用できる 
マシンは限をされます。 

□ W 上で問題が解ましない場合は、 t (下の手順で> 本装置へのネットワーク接続をお 
認してください。 

1. Windows マシンで MS - DOS (またはコマンドプ□ンプト）を起動ずる。 

2. "ping ip - add 「 ess " コマンドを実巧ずる。 （ ip - address は、本装置に割り当てた 
IP アドレスです） 

3. "Reply from ..." と表示される場合、ネットワークは正常です。この場合、本 
体の POWER スイッチを押ずことで、システムの停止処理を実行してくださ 
しんしばら<すると本装置が停止します。10秒程待ってか6、電源を再度 ON 
にして、本装置の起動後にもう一度アクセスしてみてください。 

4. "Request timed out " と表示される場合、接続の殖認は失敗です。続けて、他 
のマシンからも ping コマンドを実行してみてください。 

一一部のマシンか 6 ping コマンドが失敗ずる場合は、失敗ずるマシンの設をの誤 
り、または故障でず。 

一すべてのマシンか 6 ping コマンドが失敗する場合は、 HUB 装置などのネット 
ワーク機器の設定を確認してください。ケーブルがかれていたり、電源が入っ 
ていなかったりずることがよくあります。ネットワーク機器の設定が誤ってい 
ない場合は、ネットワーク障害の可能性があリます。 
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③ 


© 


Management Console び使用できない3 

□ 認証に失敗する (Authorization Required ) 

ーユーザー ID をお認してください。管理者権限で Management Console を使用す 
る時のユーザー ID の初期値は、 admin (すベてル文字)でず。 

ーネリ期導入設をにおいて設定したパスワードをお認してください。パスワードの 
大文字とル文字は区別されるのでを意して<ださい。 

一 Man 明 ement Console よリユーザ ー ID とパスワードの変更を巧ったか確認して 
ください。変更している場合は、変更したユーザー ID とパスワードで□グイン 
してください。 

ずべてのヴービスの応答び非常に遅い 

□ Management Console を使用して、 CPU 使用率を確認してください。 CPU 使用率 
が、90%を超えている場合、「プ□セス実巧状況」で特定のプ□セスの CPU 使庙時聞 
(TIME ) がをくなっていないかどうか殖認してください。特定のプ□セスの CPU 使 
用時圍がをくなっている場合、10秒程してか6、巧び CPU 使用時闇を調べてみて 
ください。 CPU 使用時聞が、5秒以上増力□している場合、そのプ□セスは暴走して 
いる可能性があります。 

□ 暴走しているプ□セスがある場合、そのプ□セスのを前を控えておいてか6、シス 
テムを再起動してみてください。再びそのプ□セスが暴走ずる場合は、何6かの異 
常が発生していまず。 

□ Management Console を使用して、ディスクの使用状ミ兄を確認してください。い 
ずれかのディスク使用率が、90%を超えている場合、対処がか要です。 

□ Management Console を使用して、ネットワークの利用状ミ兄を確認してくださ 
し、。正常の値に対して、異常/破棄/超過のいずれかが10%を超える場合は、対処が 
必要でず。 

□ 暴走しているプ□セスがない場合、 Web サーバのアクセス状ミ兄を調べてください。 
本装置へのアクセスが集中している場合、本装置をもう一台導入ずることをお討し 
てください。 

( D ブラウザアプリケーシヨンか5設定した変更内容に更新されていない 

□ 設をを変更した6、[適用]をクリックして、変更を有効にしてください。 

(D ウィンドウのサイズを変更したり、リ □- ドしたりするとトップ画面に戻ってしまう 

□ Netscape をブラウザとして使用している場合、 Netscape の設茵こよっては、ウィ 
ンドウのサイズを変えたり、リ□ー ドしたりするとトップ画面に戻ることがありま 
す。 

ftp や telnet 、 ssh ヴーバでの Login に失敗する 

□ □グインユーザ名は正しく設をしていまずか？ 

一仮想ドメインでの□グインをは r ユーザーを@グループを」> もしくは r ユーザー 
を @ ドメインを」のいずれかを指をします。 実ドメインユーザーの場合は，単純 
に r ユーザーを」をちをしてください。 


故障かな？と思つたとをは 
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③ ドメイン情報追加時に r 指定されたグループ名は、ずでに/ etc / 有 mup に登録されてい 

まず。」とエラー表示が出る 

□ 既存のグループをと同じ名称で設走していますせんか？ 

-既存のグループをと同じを称は使用できません。 

□ システム登録されているグループをと同じを前を使用していませんか？ 

ーシステム登録されているグループを ( ftp 、 root 、 bin など)は登録できません。異 
なるグループをを使用して<ださい。 

© 0 S のシステムエラーが発生した場合 

ーシステムにアクセスできず、本体のディスクアクセスが長く統く場合はシステ 
ムエラー(パニック)が発生している可能性がありまず。パニック発生時にはダ 
ンプが操取され、その後自動的にシステムが再起動されます。また、システム 
再起動時にシステムエラーの発生が ESMPRO / ServerAgent により模化されま 
ず。 

システムエラーの障害調査 I こは/ var / log / vmdump 配下のファイルすべてと 
/ var / log / messages ファイル、および ksyms - a 〕 マンドを実巧して、ぞの結果 
をファイルじ化力したものを操取する必要があります。採取の方法は、管理 PC 
(コンソール)から障害発生サーバに□グインし、障害発生サーバから FTP で情 
報を操取します。情報の操取後は A / ar / logA / mdump 配下のファイルはすべて削 
除可能でず。削除しない場合、システムエラー(パニック）が発生ずるたび、ダ 
ンプファイルが追力□作成されます(前回のダンプファイルは上書きされません)。 

® 本体の電源び自動的に OFF になった 

□ 装置の温度が高<なりすぎた可能性があります。通気が巧げ6れていないかお認 
し、装置の温度が下がってから再起動してください。それでも電源が OFF になる場 
合は、保守サービス会社に連絡して<ださい。 

® 起動完了ビープ音が定期のに何度ち鳴る 

□ 一度電源を OFF にして、再起動してみてください。それでも、起動完了ビープ音が 
定期的に鳴る場合は保守サービス会社に連絡して<ださい。 

® 管理 PC に画面び表示されない 

□ DianaScope で正しく設定していますか？ 

一添付の 「 EXPRESS 巨 UiLDER ( SE ) CD - ROM 」 じある 「 DianaScope オンラインド 
キュ；<ント」を参照して正しく設定してください。それでも表示できない場合 
は、保守サービス会せに連絡してください。 

© フ□ッピーディスクにアクセス(読み込み、または書き込みが)できない 

□ フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスク ドライブに セッ トしていますか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブに r カチ、ソ」と音がするまでお実に差し込んでくだ 
さし、。 

□ 書き込み禁止にしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチを r 書き込み巧」にセツトして 
ください。 
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® 内蔵デバイスや列■付けデバイスにアクセスでをないほたは正しく動作しなし、) 

□ ケーブルは正し<接続されていますか？ 

-インタフエースケーブルや電源ケーブル（コード）がお実に接続されていること 
を植認してください。また接続順唐が正しいかどラか確認して<ださい。 

□ 電源 ON の順番を闇違っていませんか？ 

-外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本装置の順に電源を 
ON にしまず。 

□ ドライバをインストールしていますか？ 

一接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバがあ要なち 
のがあります。デバイスに添付のマニュアルを参照してドライバをインス I -一 
ルしてください。 

® CD - ROM にアクセスでをない 

□ CD-ROM ドライブのトレーに確実にセットしていまずか？ 

ートレーに確実にセットされていることを殖認してください。 

® CD - ROM ドライブの回転音び大きい 

□ いったん、 CD-ROM を取り化し、再度 CD-ROM をセットし直してください。 

一 CD-ROM ドライブのオートバランス機構を再度機能させることで、回転音をお 
さえまず。 


初期導入設定用ディスクの作成について 

何6かの エラーに より初期導乂設走用ディスクを作成できない場合の確認事項と対処ちまに 
ついて説明しまず。 

感 巧のぺージに進めない 

□ 各入力項目が正しくないと次のページに進めません。 

一お要な項目が正しく入力されていることを確認してください。 

③ rrxxx 」 の項目が入力されていません」と表示される 

□ 「 XXX 」で示された項目に正しい値を人力していますか？ 

一正しく入力してください。 

去斤しい管理者パスワードを入力ずる場合は変更前の管理者パスワードをパス 
ワードの項目に入力ずるを要がありまず。化荷状態では，同捆の別紙 r 管理者巧 
パスワード」に記載してある値に設定されています。 

( D 「ホスト名 （ FQDN ) の項目は FQDN のお式で入力してください。」と表示される 

□ FQDN のおまで入力していまずか？ 

最初の女字はアルファべ、ソトと数字 ( A 〜 Z または a 〜 Z または〇〜 9) でなければな 
りません。2文字目 t (降はアルファベットと数字、八イフン、およびピリオド 
(A 〜 Z または a 〜 Z または日〜9または-または.）でなければなりません D ピリオド 
し) を'必ず含んだ省略のないドイン名を入力してください。 


故障かな？と思つたとをは 
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③ ITxxx 」 の項目に不正な IP アドレスが入力されていまず」と表示される 

□ 「 XXX 」で示された項目に正しい値を入力していますか？ 

一正しい IP アドレスを人力してください。 


EXPRESSBUILDER ( SE ) につし、て 

© EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM か5本装置を起動できない 

□ システム B の S の起動デバイスが正しく設定されていない可能性があります。正し 
く設定できているかお認してみてください。 

□ POST を実巧中に EXPRESS 己 UILDER ( SE ) CD - ROM をセットし、再起動しないと 
エラーメッセージが表示されたり、 0 S が起動したりします。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) を実行中、何6かの障害が発をすると、以下のような 
メ、ソセージが表示されます。メ、ソセージ内容を記録して保守サービス会社に連絡し 
てください。 


メッセージ 

原因と処理方法 

本プ□グラムの動作対象マシンではあり 
ません。 

EXPRESSBUILDER ( SE ) の対象マシンではありませ 
ん。対象マシンで実行してください。 

NvRAM へのアクセスに失敗しました。 

不揮発性メモリ （ NVRAM ) にアクセスできません。 

八ードデイスクへのアクセスじ失敗しま 
した。 

ハー ドディスクが接続されていないか，八ードディス 
クが異常でず。八ードディスクが正常に接続されてい 
ることをお認して <ださい。 


この他1こもシステム診断などを実行したときに障害をお化するとエラーメッセージ 
が表示されます。表示されたメッセージ内容を記録して保守サービス会社までご連 
絡 < ださい。 


マスターコント □ —ルメニューについて 

( D オンラインドキュメントが読めない 


□ Adobe Acrobat Reader が正しくインストールされていまずか？ 

ーオンラインドキュ^ントの一部は、 PDF 形式で提供されています。あらかじめ 
Adobe Acrobat Reader(Version 4.05 W 上)をご使用のオペレーティングシス 
テムへインストールしておいてください。なお 、 Adobe Acrobat Reader は、 
「EXPRESSBUILDER ( SE ) CD - ROM 」 からインストールずることができまず。 
マスターコント□ールメニューを起動後、「ソフトウエアのセットアップ」の 
[Adobe Acrobat Reader 」 を選択してください。 
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□ 使用している OS は 、 Windows XP Serwce Pack 2( SP 2) ですか？ 

一 SP 2 にてオンラインドキュ^ントを表示しようとずると、ブラウザ上にじ(下の 
ような情報バーが表示されることがあります。 

「セキュリティ保護のため、コンピュータにアクセスできるアクティブ 
コンテンツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制限されています。 
オプションを表示するじは、ここをクリックしてください..」 

この場合、じ(下の手順にてドキュメントを表示させてください。 

1. 情報バーをクリックずる。 

ショートカットメニューが現れます。 

2. ショートカットメニューから、「ブ□ックされているコンテンツを許可」を選択ずる。 
「セキュリティの警告」ダイア□グボックスが表示されます 

3. ダイア□グボックス[こて r はい」を選択ずる。 

© オンラインドキュメントの画像が見にくい 

□ ご使用のディスプレイは、256色 t (上の表示になっていまずか？ 

ーディスプレイの設をが25日色未満の場合は、画像が見にくくなります。256を 
W 上の表示ができる環境で実巧してください。 

マスターコント □ —ルメニューが表示されない 

□ ご使用のシステムは 、 Windows NT 4.0 J ; J 降、または Windows 95じ(降ですか？ 
一本プ□グラムは 、 Windows 95 W 降または Windows NT 4.0 降のオペレー 
ティ ングシステム上にて動作させてください。 

□ < Shif わキーを押していませんか？ 

一く Shift > キーを押しながら CD - ROM をセットしまずと、 Autorun 機能がキャン 
セルされます。 

□ システムの状態は問題ありませんか？ 

ーシステムのレジストリ設定や CD - ROM をセットするタイミングによっては 
ニューが起動しない場合がありまず。そのような場合は、 CD - ROM の 
¥ MC ¥1 ST . EXE をエクスプ□ーラ等から実行してください。 

© [This program requires Windows Japanese versi 日 nj というメッセージび表示される 

□ ご使用の環境は正しいですか？ 

一本製品は > 日本語版 Windows 専用です。オペレーティングシステムが巧語バー 
ジョンの場合、プ□グラムは起動できませんので，日本語バージョンのオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 

(D メニュー項目がグレイアウトされている 

□ ご使用の環境は正しいですか？ 

-実巧するソフトウ X アによっては，管理者権限が企、要だったり、本装置上で動 
作ずることがか要だったりします。適切な環境にて実行するようにしてくださ 
し、。 


故障かな？と思つたとをは 
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ESMPRO について 

® ESMPRO で思うように監視できない-動作しない 

-本体に添付の CD - ROM にあるオンラインドキュメントを参照してください。本体に 
インストールされている ESMPRO / ServerAgent については、添がの「バックアッ 
プ CD - ROM :/ nec / Linux / esmp 「 o . sa / doc 」 を参照してください。 ESMPRO / 
ServerManageii こついては、 「 EXPRESS 目 LHLDER ( SE ) CD - ROM 」 内にありま 
ず。 「 EXPRESS 目 UILDER ( SE ) CD - ROM 」 を Windows マシンにセットずると自動 
的に^ニューが表示されます。メニューからオンラインドキュメントを選択してく 
ださい。 


システム情報の確認 


システムの情報をチェックしてみてください。 

システムのパフォーマンスや負荷状況は、クライアントマシンの Web ブラウザからチェック 
ずることができまず。詳しくは4章をご覧ください。 

さらに詳しいチェックをずる場合は、 ESMPRO / SererManager 、 ServerAgnet を使用しま 
ず。詳しくは5章またはオンラインドキュメントを参照してください。 
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移動と保管 

本体を移動-保管するときは次の手順に従ってください。 



装置をを全にお使いいただくために巧のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは 、 iii 
ページむ降の説明をご覧ください。 

• 自分で分解-修理* *改造はしない 

• リチウム電池を取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り巧わない 


A 注意 

装置をを全にお使いいただくためになのま意事項を必ずお守りくだをい。指示を 
守6ないと、义傷やけびなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページ W 降の説明をご覧ください。 

• 中途半端に取り付けない 

• 落下ま意 

• 装置を引き出した状態にしない 
• カバーをがしたまま取り付けない 
• 指を巧まない 
• 局温ま意 

• ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出をない 
• 複数台のデパイスをラックか5引き出したが態にしない 


n-O • フ□アのレイアウト変更など大挂卜かりな作業の場合はお買い上げの販売店または保守 
サービス会社に連結してください。 

• A - ドディスクドライブに保存されている大切なデータはバックアップをとっておいて 
ぐださい。 

• 本装置には八ードディスクドライブび内蔵されていまず。八ードディスクドライブに衝 
撃をちえないよラにを意して本体を移動させてください。 

• 再度、運用ずる際、内蔵機器や本体を正しく動作させるためにも室温を保てる場所に保 
管ずることをお勧めしまず。 

装置を保营ずる場含は、保管環境を件(溫度：-10で〜已己で、湿度：吕0%〜80%)を 
守って保管してください（ただし、結露しないこと）。 

1. フ□、ソピーディスクや CD - ROM をセットしている場含は本体から取り化ず。 

2. クライアントマシンの Web ブラウザか6システムのシャットダウン処理をして電源を OFF 
( P 0 机 ER ランプ消灯）(こずる。 

3. 本体の電源プラグをコンセントか6抜く。 


瓜 A 

A\ 

AQ 


A\ 

A® 

€ 


故障かな？と思つたとをは 
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4. 本体に接統しているケーブルをすべて取り外す。 

己.本体をラックに搭載している場合は、2章を参照して本体をラックから取り化ず。 

なるべく複数をで行うことをお勧めします。 

目.本体に傷がついたり、衝擊や振動を受けたりしないようしっかりと栖包ずる。 

w-Oi^ 

輸送後や保管後、装置を再び運用ずる場合は、運用の前にシステム時計の確認•調碧をしてく 
ださい。 

システム時計を調整しても時間の経過と共に著しい握れや進みが生じる場合は、お買い求めの 
P ぶ売店、または保守サービス会社に保守を依頼してください。 

装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持ち込むと結露が発 
をし、そのまま使用ずると誤作動や故障の原因となりまず。装置の移動後や保管後、再び運用 
ずる場合は、使用環境に十分なじませてか5お使いください。 
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ユー サーサポート 

アフターサービスを お受けになる前に、保証および サービスの 内容について確認してください。 


保証にごいて 


本装置には『保証書』が添付されています。『保証書』は目反売店で所を事項を記入してお渡しし 
まずので、記載内容を植認のうえ、大切に保管してください。保証期間中に故障が発生した 
場含は、『保証書』の記載内容にもとづき無償修理いたしまず。詳し<は『保証書』およびこの 
後の r 保守サービスについて」をご覧 < ださい。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの NEC または保守サービス会社に 
連絡してください。 

n-O • 醉社製むがけードパーティ）の製品、または NEC が認定していない装置やインタフェー 
スケーブルを使用したために起さた装置の故障については、その責任を負いかねまずの 
でご了承ください。 

• 本体の上面に、製品の形式 、 SERIAL 銘板 

No . (号機番号)、定格、製造業をる、製 
造園が明記された銘板が貼ってありま 
ず。販売店にお問い含わせずる際にこの 
巧客をお位えください。また銘板の号機 
番号と保証書の保証番号が一致していま 
せんと、装置が保証期間内に故障した場 
合でも、保証を受け6れないことがあり 
まずのでご確認ください。万一違ラ場含 
は、お買いホめの販売店にご連結くださ 
し、。 



故障かな？と思つたとをは 
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修理に出される前に 


r 故障かな？」とおったら、 w 下の手順を行ってください。 

①電源コードおよび他の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを確認 
します。 

③「障害時の対処(249ページ)」を参照して<ださい。該当するを状があれば記載されてい 
る処理を行ってください。 

③本装置を操作するためにか要となるソフトウエアが正しくインストールされていること 
を殖認します。 

以上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い求めの販売店、最 
寄りの NEC または保守サービス会社じご連絡ください。その隐に本体のランプの表示や管理 
PC のディスプレイ装置のアラーム表示もご殖認ください。故障時のランプやディスプレイ 
によるアラーム表示は修理の際の有苗な情報となることがありまず。保守サービス会社の連 
絡先じついては、付録 Br 保守サービス会社網一覧」をご覧ください。 

なお、保証期闇中の修理はをず保証書を添えてお申し込みください。 

I H -0 この聲品は日本国内仕様のため、 NE 巳の海巧拠点で修理ずることはで走ません。ご了承く 
胃ださい。 


修理に出される時は 


修理に化される時は次のものを用意してください。 

□ 保証書 

□ クライアントマシンの Web ブラウザじ表示されたメッセージのメモ 
□ 障害情報(ネットワークの接続お態や障害が起きたときの状況） 

□ 本体' 周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の巧修用部品の最低保有期圍は、製造打ち切り後5年でず。 
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巧巧サービスにごいて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および NEC が認定した保守サービス会社によって 
のみ実施されまずので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてもご安ふ、の上、 
ご都合に合わせてご利用いただけまず。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のご柜談は、弊社営業担当または代理店で 
承っておりますのでご利用ください。保守サービスは、お客様に合わせて2種類届意してお 
ります。 

保守サービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールにより優先的に技術者を派遣し、修理にあたります。 
この保守方式は、装置に応じた一を料金で保守サービスを実施させていた 
だくちので、お客様との間に雑持保守契約を結ばせていただきまず。 
さまざまな保守サービスを用意していまず。詳しくはこの後の説明をご覧 
ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守ま 
たは修理料金はその都度精算する方まで、作業の内容じよつて異なりま 
す。 


NEC では，お客様に合わせてじ(下の契約保守サービスを用意しておりまず。 




• ヴービスを受けるためには事前の契約が必要でず。 

• ヴービス料金は賀約ずる日数/時間帯により異なりまず。 


A - ドウエアメンテナンスサービス 


維持保守 

定期的な点おにより障害をモ防しまず。（定期予防保守） 

また > 万一障害発生時には保守技術者がすみやかに修復します。（緊急障害復旧） 

出張修理 

障害発生時，な守技術をが出張して修理しまず。（緊急障害復旧） 


エクスプレス通報ヴービス 

ご契約の期聞中> お客様の本体を監視し、障害(アレイディスク縮退> メモリ縮退、温度異 
常等)が発生した際に保守拠点か6お客様に連絡しまず （ 12月より対応モを)。お客様への連 
絡時圍帯は、月曜日〜金曜日午前9:00〜午後氏00です。 

「八ードウエアメンテナンスサービス」または r マルチベンダ H / W 統括サービス」を契約された 
お客様は無償でこの保守サービスをご利用ずることができます。 

(お申し込みには r 申込書」び別途必要でず。販売店、当社営業担当にお申し付けください。） 


故障かな？と思つたとをは 
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オプションサービス 

下記のオプションサービスわございますのでご利用ください。 


基本ヴポートサービス 

Express 5800シリーズの InterSec シリーズを対まに，運用する中で生じる疑聞やトラブル 
対応といったニーズにお応えずるためじ、じ(下のサービスを提供します。 

• インストールされてし'!るソフトウエアに関ずる電話 ’ FAX • 電子メールによる問合せ 
対応(運用支援、障害解ま支援） 

• FAQ などの情報提供(問い合わせをずる回数によって Appliance ソフトウエアサポー 
トサービス（5)、またはに 0) をお求めください。） 

W 下のサービスは提供する NEC 販売店により、名称、内容が異なる場合がございますので、 
おおかめの上、ご用命ください。なお、下のサービスは NEC フィールディング(株)が提イ共 
するちのでず。 


マルチベンダ H / W 統括ヴービス 

マルチベンダ製品(本製品 + SI 仕入製品*)で構成されるクライアント.サーバ' システムに対 
し、下記のお態による修理を斤います。 


維持保守お態 

定期モ防保守と、障害発生機器の切り分け、緊急障害復旧を巧います。 

出張保守形態 

障害発生磯器の切り分け、緊急障害復旧を巧います。 

引取り保守形態 

障害発生磯器の切 y かけ、取外し、引取り、持帰 y 、 調査、修理をし、完了後に取がけ、動 
作確認.修理内容報を、引'渡しを巧いまず。 

預リ保守形態 

お客様が送がされた故障品を修理し、完了後にご返送します。 


* SI 仕入製品とは.-. 

NEC ザ他社か6仕入れ.責任をもってお客様に納入ちせていただく他社製品のことです。 


LAN マルチベンダ保守ヴービス 

他社製品を含むマルチベンダで構成される LAN 機器(ルータ - HUB •プリッジなど)につい 
て、障害原因の切り分けとお客様が選んだ保守ちまによる障害修復を行います。クライアン 
卜およびサーバは、本メニュー対象かでず。 

NEC 製の LAN 機器は化張修理を斤います。 

他社製品の LAN 機器についても、シングルウインドウでその障害修復（センドバック、予備 
機保守など、お客様が還んだ保守ちまじよる）までをフォ□一します。 


LAN • ネットワーク監視サービス 

お客様が準備した LAN •ネットワーク監視装置を使用し、 INS 回線経由で監視します。サー 
ビス内容はネットワークノードの障害監視から、性能監視、構成監視までありまず。サービ 
ス日時は、24時圍 . 365日まで9パターンか6違択できます。監視の結まは毎月報告書を発 
巧しまず。修理は八ードウエアメンテナンスサービスで対応します。 
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情さ良サービスについて 


本製品に関ずるご質聞-ご柜談は r ファーストコンタクトセンター」でお受けしていまず。 

《電話番号のかけまちがいが増えております。番号をよ<おおかめの上、おかけ<ださい。 

ファーストつンタクトセンター TEL 03-34 己己-己800(<で表） 

受付時闇/9:00〜12:00、13:00〜17:00月喔日〜金喔日け兄祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し，障害が発生した際に保守拠点からお客様に連絡ずる r エクスプ 
レス通報サービス」の申し込みに関ずるご質問-ご柜談は r エクスプレス受付センター」でお 
受けしていまず。 

《電話番号のかけまちがいが増えておりまず。番号をよくおおかめの上、おかけ<ださい。 

エクスプレス受付センター TE し0120 -22-3042 

受付時闇/9:00〜17:00月喔日〜金喔日（祝祭日を餘く） 


インターネットでも情報を提供しています。 

http :// nec 8. com / 

『NEC 8番制：製品情報、 Q & A など最お Express 情報满載！ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

『Club Express』 ： ITClub Express 会員』への登録をごま巧しています。 Express 5800シリー 
ズをご利用になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介しています。 

http :// www.fieldin 呂 . co . jp / 

NEC フイールデイング(株)ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン，用品、施設工事 
などの情報をご紹介しています。 


故障かな？と思つたとをは 
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